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クマリン誘導体は天然に広く存在し、その多くは生物活性を示すため、古くから研究されてき

た。その合成は Perkin 反応や Pechmann 反応により行われているが、近年では遷移金属触媒を用

いる反応が行われてきた。我々は、これまでパラジウムや白金触媒を用いるアルキンのヒドロア

リール化反応を研究してきた。このなかで、プロピオル酸エチルとフェノールの反応によりクマ

リンが合成できることも報告した。しかしながら、この反応では高価なパラジウムや白金触媒を

用いるため、より安価な触媒の開発が望まれていた。 
一方、鉄は地球に豊富に存在する安価な、毒性の低い金属である。近年、貴金属の代替品とし

て注目され、種々の有機合成反応触媒に応用されてきている。我々は、FeCl3 と AgOTf から調製

した鉄触媒がアルキンのヒドロアリール化反応に有用であることを見出し報告した 1)。今回、こ

の反応をフェノールとプロピオル酸の反応に応用したところ、クマリン誘導体が簡便に合成でき

ることを見出したので報告する 2)。 
まず、FeCl3 と AgOTf をトリフルオロ酢酸（TFA）とジクロロエタン（DCE）溶液中室温で 10

分間撹拌後、フェノール（1）とプロピオル酸（2）を加えて反応させた。後処理後生成物をカラ

ムクロマトグラフィーにより分離すると、クマリン誘導体が良好な収率で生成することがわかっ

た。興味あることに、鉄触媒を用いるクマリン合成反応は、これまでのパラジウム触媒を用いる

反応よりも良い収率でクマリンを与えた。 
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